
令和 8 年度 鳥取働き方改革推進会議 議事概要 

 

1 開催概要 

鳥取労働局において「令和 8 年度働き方改革推進会議」を開催し、働き方改革の推進状況

や関係機関の取組について情報共有を行うとともに、意見交換を実施した。 

 

2 主な説明事項 

事務局から、県内の雇用情勢や働き方改革に関する各種指標について説明を行った。 

また、鳥取労働局から、長時間労働の抑制、賃上げ支援、男性育児休業取得促進、女性活

躍推進、ハラスメント防止対策等の取組状況について説明した。 

関係機関からは、働き方改革の推進、人材確保対策、教職員の業務改善、労働相談対応、

生産性向上支援などの取組について報告があった。 

 

3 意見交換 

（カスタマーハラスメント対策について） 

本年 10 月からのカスタマーハラスメント対策義務化を踏まえ、事業主に対する支援や周

知啓発の重要性について意見交換を行った。 

出席者からは、相談窓口の整備や対応マニュアルの作成支援のほか、利用者・消費者を含

めた社会全体への理解促進が必要との意見があった。 

（多様な働き方の推進について） 

男性育児休業取得促進、柔軟な働き方の導入、休暇取得促進などについて取組事例の紹介

があり、誰もが働きやすい職場環境づくりの重要性について意見が交わされた。 

（女性活躍の推進について） 

女性管理職の育成やキャリア形成支援、ロールモデルの見える化などの取組が紹介され、

女性が活躍できる職場づくりを一層推進していく必要があるとの意見があった。 

（若者に選ばれる職場づくりについて） 

若年者の県外流出への対応や人材確保に向け、企業の魅力発信、U ターン・I ターン促

進、働きやすい職場環境づくりの重要性について意見交換を行った。 

 

4 鳥取働き方改革推進キャンペーン 2026 について 

事務局から「鳥取働き方改革推進キャンペーン 2026」の実施案について説明を行った。 

年次有給休暇取得促進の取組強化や働き方改革川柳の実施内容見直し等について提案があ

り、原案どおり了承された。 

 

5 まとめ 

人口減少や人手不足が進展する中、働き方改革の推進は、労働者の働きやすさの向上だけ

でなく、人材確保や地域経済の活性化にもつながる重要な課題であることを共有した。 

今後も関係機関が連携し、誰もが働きやすく活躍できる職場環境づくりを推進していくこ

とを確認した。 


